
２２・１・２４

（2）

が
保
育
所
に
入
所
で
き
る
よ
う

政
府
の
責
任
で
緊
急
に
保
育
所

整
備
を
行
い
、
待
機
児
童
を
解

消
す
る
こ
と
。
⑵
児
童
福
祉
法

第
24
条
に
基
づ
く
保
育
制
度
を

堅
持
・
拡
充
す
る
こ
と
。

▪
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
へ

の
定
期
借
家
契
約
導
入
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

都
市
再
生
機
構
は
、
「
Ｕ
Ｒ

賃
貸
住
宅
に
お
け
る
定
期
借
家

契
約
の
幅
広
い
導
入
」
を
発
表

し
た
。
借
家
人
に
と
っ
て
は
、

借
家
契
約
の
継
続
保
護
、
安
定

こ
そ
が
居
住
の
命
で
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
参
加
の
基

礎
を
な
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
に
定
期
借
家
契

約
を
導
入
し
拡
大
す
る
方
針
を

撤
回
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

▪
悉
皆
方
式
に
よ
る
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

世
界
最
高
水
準
の
義
務
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
、
小
６
・
中

３
の
全
児
童
・
生
徒
を
対
象
と

す
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
を
継
続
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
調
査
結
果
を

最
大
限
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
要
求
す
る
。

▪
教
育
改
革
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

⑴
教
師
の
質
の
向
上
の
た
め
に

教
員
免
許
更
新
制
を
堅
持
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
検
証

し
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
と
な

る
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ

と
。
⑵
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
配

付
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
道

徳
教
育
関
連
予
算
を
縮
減
す
る

こ
と
な
く
、
道
徳
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

支
給
率
に
つ
い
て
、
６
月
期
を

１
・
95
カ
月
と
し
て
確
定
す
る

と
と
も
に
、
12
月
期
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
２
・
35
カ
月
を

０
・
15
カ
月
引
き
下
げ
て
2.2
カ

月
と
し
、
年
間
支
給
率
を
４
・

15
カ
月
と
す
る
も
の
で
す
。

▪
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書

　

核
兵
器
を
実
戦
で
使
用
し
た

唯
一
の
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
大
統
領
が
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
を
明
言
し
た
。
今
こ
そ
、
日

本
は
、
核
兵
器
を
落
と
さ
れ
た

唯
一
の
国
と
し
て
、
核
兵
器
の

廃
絶
に
向
け
て
主
導
的
役
割
を

果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
「
非
核
三
原
則
」

の
法
制
化
が
必
要
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に

対
し
、
「
非
核
三
原
則
」
の
法

制
化
を
求
め
る
。

▪
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
施
策
を
求
め
る
。

⑴
改
正
貸
金
業
法
を
直
ち
に
完

全
施
行
す
る
こ
と
。
⑵
自
治
体

で
の
多
重
債
務
相
談
体
制
の
整

備
の
た
め
、
相
談
員
の
人
件
費

を
含
む
予
算
を
十
分
確
保
す
る

な
ど
相
談
窓
口
の
充
実
を
支
援

す
る
こ
と
。
⑶
個
人
及
び
中
小

事
業
者
向
け
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
貸
し
付
け
を
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
。
⑷
や
み
金

融
を
徹
底
的
に
摘
発
す
る
こ

と
。

▪
待
機
児
童
解
消
と
保
育
施
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

⑴
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

満
了
と
な
る
「
三
鷹
市
六
小
学

童
保
育
所
Ａ
及
び
Ｂ
」
並
び
に

「
三
鷹
市
南
浦
小
学
童
保
育
所

Ａ
及
び
Ｂ
」
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
道
第
８３８
号
線
１６０
メ
ー
ト
ル
を

新
た
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

星
野　

和
子
氏
（
再
任
）

井
口　

明
子
氏
（
再
任
）

大
野　

良
昭
氏
（
再
任
）

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
契
約
の
締
結
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

　

三
鷹
市
立
第
六
中
学
校
の
敷

地
北
側
に
隣
接
す
る
駐
車
場
に

お
い
て
発
生
し
た
物
損
事
故
に

係
る
損
害
賠
償
の
額
を
88
万
２

千
８３５
円
と
す
る
こ
と
で
合
意
に

達
し
、
速
や
か
に
和
解
契
約
を

締
結
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年

11
月
６
日
、
市
長
に
お
い
て
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

緊
急
整
備
支
援
事
業
費
の
増
２

千
18
万
７
千
円
で
す
。
次
に
、

教
育
費
で
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
の
増

１
千
９９９
万
２
千
円
で
す
。

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
千
８１４
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
千
６４2
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成

20
年
度
決
算
に
よ
っ
て
、
平
成

20
年
度
の
三
鷹
市
の
老
人
医
療

費
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

本
来
の
負
担
ル
ー
ル
に
従
っ
た

精
算
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
千
３３１
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
30
億
３
千
98
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成

20
年
度
決
算
に
よ
っ
て
、
平
成

20
年
度
の
三
鷹
市
の
広
域
連
合

納
付
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
保
険
料
負
担
金
等
に
つ
い

て
精
算
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ

ろ
ば
及
び
三
鷹
市
四
小
学
童
保

育
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

満
了
と
な
る
「
三
鷹
市
む
ら
さ

き
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」
及
び
「
三

鷹
市
四
小
学
童
保
育
所
」
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
六
小
学
童
保
育
所
Ａ

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

可
決
し
た
議
案

　 

第
４
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

の
多
機
能
端
末
機
に
よ
る
住
民

票
の
写
し
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
多
目
的
利
用
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
21
年
１
月
２
日
か
ら
平

成
27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

耐
震
化
の
た
め
の
建
替
え
又
は

改
修
を
し
た
住
宅
の
う
ち
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
係

る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
の
減
免
に
つ
い
て
、
対
象
期

間
及
び
申
請
期
限
の
特
例
を
定

め
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
税

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
防
止
等
を
目
的
と
し
た

事
業
等
の
予
算
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
生
じ
た
が
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、平
成
21
年
11
月
４
日
、

市
長
に
お
い
て
専
決
処
分
を
行

っ
た
も
の
で
す
。
補
正
の
内
容

は
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
９
千
４７５
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６22
億
１
千
１８３

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
億
１
千
４９６
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
６2７
億
２

千
６７９
万
７
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
補
正
の
内
容

は
、
民
生
費
で
、
１
点
目
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
2９１
万
６
千
円
で
す
。

２
点
目
が
、
健
康
福
祉
基
金
積

立
金
の
元
金
積
立
金
の
増
６
億

１
千
６５４
万
３
千
円
で
す
。
３
点

目
が
、
認
証
保
育
所
等
運
営
事

業
費
の
増
１
千
５００
万
円
で
す
。

４
点
目
が
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
支
給
事
業
費
の
減
１
億
５

千
４８０
万
円
で
す
。
次
に
、
消
防

費
で
、
１
点
目
が
、
火
災
予
防

運
動
関
係
費
の
増
96
万
円
で

す
。
２
点
目
が
、
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
防
火
対
策

の
税
率
に
つ
い
て
、
暫
定
的
に

１００
分
の
０
・
22
と
し
て
い
る
現

行
の
特
例
を
平
成
22
年
度
も
引

き
続
き
適
用
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
に
伴
っ
て
設
置
す
る

野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、

練
習
場
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ

ー
場
及
び
会
議
室
の
使
用
料
並

び
に
三
鷹
市
大
沢
野
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
駐
車
場
の
使
用
料
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
率
に
つ
い
て
、
６

月
期
を
１
・
95
カ
月
と
し
て
確

定
す
る
と
と
も
に
、
12
月
期
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
２
・
35
カ

月
を
０
・
15
カ
月
引
き
下
げ
て

2.2
カ
月
と
し
、
年
間
支
給
率
を

４
・
15
カ
月
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

平
成
21
年
度
の
一
般
職
職
員

の
例
月
給
与
を
平
均
０
・
35
％
、

12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
率

を
０
・
15
カ
月
引
き
下
げ
る
も

の
で
す
。
期
末
・
勤
勉
手
当
の

年
間
支
給
率
は
、
６
月
期
に
期

末
手
当
の
支
給
率
を
０.2
カ
月
凍

結
し
て
い
る
た
め
、
現
行
４.５
カ

月
を
０
・
35
カ
月
引
き
下
げ
て

４
・
15
カ
月
と
す
る
と
と
も
に
、

平
成
22
年
度
以
降
は
、年
間
支

給
率
４
・
15
カ
月
の
配
分
を
、

６
月
期
１
・
95
カ
月
、12
月
期

2.2
カ
月
と
す
る
も
の
で
す
。

条
　
例

議
員
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

補
正
予
算

本庁舎１階の「住基カード臨時窓口」

指
定
管
理
者
の
指
定

市
道
路
線
の
認
定

そ
の
他

人
　
事

意
見
書（
要
旨
）

▪
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
を
根
絶
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、「
貧
困
ビ
ジ
ネ

ス
」の
実
態
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、厳
し
く
規
制
す
る
こ
と
。

ま
た
、「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」を
成

り
立
た
せ
る
大
も
と
で
あ
る
貧

困
を
根
絶
す
る
取
り
組
み
を
求

め
る
。

▪
再
び
「
派
遣
村
」
の
事
態
を

生
む
こ
と
な
く
、
失
業
者
支
援

の
積
極
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

一
人
の
失
業
者
も
寒
空
の
も
と

路
頭
に
迷
う
こ
と
が
絶
対
に
な

い
よ
う
、
政
府
の
責
任
で
対

策
・
支
援
を
強
め
る
こ
と
を
求

め
る
。

▪
子
ど
も
手
当
の
財
源
は
す
べ

て
国
費
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

　

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
政
策
」
と
し
て
導
入
さ
れ
る

「
子
ど
も
手
当
」が
、市
民
負
担

と
市
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、ま
た
、深
刻
な
保
育

園
の
待
機
児
対
策
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
し
て
、
本
市

議
会
は
、政
府
に
対
し
、子
ど
も

手
当
の
財
源
は
、
す
べ
て
国
費

と
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

▪
水
銀
輸
出
禁
止
法
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
早
急

に
と
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

⑴
「
水
銀
輸
出
禁
止
法
」
を
早

急
に
制
定
す
る
こ
と
。
⑵
回
収

水
銀
等
、
国
内
で
発
生
す
る
余

剰
水
銀
を
国
内
で
安
全
に
永
久

保
管
す
る
こ
と
。
⑶
「
国
際
水

銀
条
約
」
、「
ア
ジ
ア
の
水
銀
保

管
能
力
向
上
の
た
め
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
」及
び「
世
界
水
銀

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
実
現

に
向
け
て
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
。


